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表紙塩見巾村の鯉のぼり

　5月5巨はこどもの日．．21世紀のf口

供たちの健やかな成長を願い、塩見川の
｝書

u空にたくさんの鯉のぼりが泳いでいま
す．

　これは、「やつちみうかい中村実行委

員会（金丸久志会長）」が呼びかけをし、

地区の人たちの協力で実現，集まった鯉
のぼりは3｛〕‘）匹、その内の120匹が

さわやかな5月の風を受けています，．
’地区の名物になってほしい」と同実ff

委員会

　毎年数を増やしていくことにしてお
り、第1回の今年は6月3日まで泳いで
います＝

■
特
集

第
1
回
日
向
市
議
会
報
告

一
般
会
計
当
初
予
算
・
主
な
事
業

■
市
政
の
動
き

世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
選
手
権
戦
大
会
を
開
催
、
日
向
東
臼

杵
南
部
広
域
運
合
を
設
立
／
日
向
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

策
定
委
員
会
、
日
知
屋
財
光
寺
通
線
が
開
通
／
直
覧
市
訪

日
団
が
来
市
、
消
防
機
庫
を
整
備
な
ど

■
ま
ち
の
話
題

1
0
0
歳
を
迎
え
た
2
人
、
消
防
団
新
旧
部
長
会
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
結
団
式
ほ
か

■
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
、
ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
募
集
ほ
か
　
　
　
　
　
－

亭この広報紙は再生紙を使用しています。
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暴走行為防止の条例を制定
暴走行為…　　それは、私たちの暮らしを脅かす最も身近な社会問題です。

　　　　　市は、安全で住みよい地域社会の実現を目指して、

　　　　　　　市民とともにその第一歩を踏み出しました。

平
成
1
3
年
第
1
回
日
向
市
議
会
（
定
例
会
）
が
、
3
月
5
日
目
ら
2
7
日
ま
で
の
2
3
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
会
に
は
、
専
決
処
分
4
件
、
条
例
1
6
件
、
事
件
決
議
8
件
、
平
成
1
2
年
度
補
正
予
算
9
件
及
び
平
成
1
3
年
度
当

初
予
算
1
8
件
の
計
5
5
件
を
提
出
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
可
決
さ
れ
た
条
例
、
事
件
決
議
の
主
な
も
の
や
、
当
初
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

爵
濫
織
饗
．
ド
響
竃

日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
市
は
今
年
度
、
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム
を

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
移
転
さ

せ
、
女
性
行
政
事
業
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
計
画
で
す
，

　
こ
の
条
例
は
、
推
進
ル
ー
ム

の
移
転
に
先
駆
け
て
、
セ
ン
タ

ー
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
交

流
室
の
機
能
を
廃
止
す
る
た
め

の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
．
、

日
向
市
暴
走
行
為
防
止
に

関
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
近
年
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
暴

走
行
為
に
つ
い
て
、
行
政
、
地

域
、
市
民
、
…
閃
係
者
等
が
一
体

と
な
っ
て
未
然
防
止
を
図
り
、

安
全
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
．

　
条
例
で
は
、
市
及
び
関
係
機

関
、
市
民
の
責
務
と
併
せ
て
、

自
動
甫
r
等
の
部
品
や
燃
料
を
販

売
す
る
事
業
者
に
対
し
て
も
暴

走
行
為
を
助
長
す
る
事
裳
活
動

を
し
て
は
い
け
な
い
と
す
る
事

業
者
の
責
務
も
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
施
行
目
は
、
平
成
B
年

4
月
－
日
で
す
，

日
向
市
長
寿
祝
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
1
1
向
市
長
寿
祝
金
は
、
高
齢

者
に
対
し
敬
老
の
意
を
表
し
、

そ
の
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
に

2
4
年
9
月
、
万
歳
以
し
の
高
齢

者
に
支
給
し
て
き
ま
し
た
，

　
し
か
し
、
近
年
、
高
齢
者
人

目
は
増
え
続
け
、
平
均
寿
命
も

高
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
祝
金
に
つ
い
て
、
今
後
よ

り
効
果
的
な
高
齢
者
福
祉
対
策

を
展
開
す
る
た
め
に
、
支
給
対

象
及
び
支
給
額
に
つ
い
て
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
．
．

　
改
正
後
の
支
給
対
象
者
は
、

毎
年
9
月
－
目
現
在
に
お
け
る

鴎
歳
、
8
8
歳
、
駒
歳
及
び
鮒
歳

以
し
の
市
民
で
、
支
給
額
は
そ

れ
ぞ
れ
1
万
円
、
2
万
円
、
3

万
円
、
5
万
円
で
す
．
施
行
日

は
、
平
成
B
年
4
月
－
日
で
す
．
．

日
向
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

排…名’た4亨去

出に　こ．月＿特
さり1こ1あくンε
れきの日τ苞場ぐ

た取法かリ庭
特ら律らサ用
心れで施イ機
家るはfl・ク警
語こ’さル11∫
11」と・」・オし塗1崎
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廃
棄
物
に
つ
い
て
、
市
が
再
商

品
化
を
行
う
か
、
製
造
業
者
ま

た
は
指
定
法
人
に
引
き
渡
す
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
市
で
は
、
指
定
法
人
に
引
き

渡
す
方
法
で
対
応
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
運
搬

r
数
料
を
走
め
ま
し
た
．

　
処
分
の
有
料
化
を
定
め
た
特

定
家
庭
用
機
器
は
、
テ
レ
ビ
、

洗
「
∬
機
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン

の
4
品
1
1
で
す
　
運
搬
r
数
料

は
、
テ
レ
ビ
（
烈
型
以
」
）
と

冷
蔵
庫
（
2
5
0
リ
ッ
ト
ル
以

L
∀
、
エ
ア
コ
ン
が
3
0
0
0

円
、
そ
れ
以
外
が
．
2
5
0
0
円

と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

日
向
市
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　
日
向
市
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
規
定
す
る
財
光
芽

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

介
護
保
険
制
度
の
施
行
に
伴
い
、

介
義
サ
ー
ビ
ス
に
民
間
事
裳
者

の
参
入
を
促
す
た
め
に
、
同
協

」
俄
ヘ
ム
へ
醜
…
評
註
〔
与
一
並
恭
務
を
継

続
し
て
実
施
さ
せ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
施
設
が

国
及
び
県
の
補
助
を
受
け
て
建

卜
L
」
．
彦

歴
’

地域住民の交流や健康増進の場となる飯谷農村公園

　
丸

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
財
産
処
分
が
で
き
な
か
っ

た
と
こ
ろ
で
す
．
．
ヘ
ノ
ロ
凹
、
財
産

処
分
に
関
す
る
国
及
び
県
の
承

認
手
続
き
が
終
．
J
し
ま
し
た
の

で
、
同
協
蔽
会
へ
無
償
貸
与
し
、

こ
の
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た

て健お
い康け農
る　坤｝る　トr

も進地公
のの域園
で場住は
すと民　’
　　しの農
　　て交村
　　設流集
　　置及落
　　しびに

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
計
画
基
本
構
想
に

日
向
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の
　
　
つ
い
て

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
市
の
重
要
課
題
で
あ
る
企
業

誘
致
に
つ
い
て
、
そ
の
優
遇
措

置
を
経
済
情
勢
や
産
裳
構
造
の

変
化
、
企
裳
ニ
ー
ズ
に
対
」
心
し

た
も
の
と
し
ま
し
た
．
．

　
・
E
な
改
正
点
は
、
対
象
裳
種

に
新
た
に
「
唐
国
サ
ー
ビ
ス
施

設
及
び
流
通
関
連
施
設
」
を
加

え
、
祈
設
、
増
設
の
ほ
か
に
、

地
．
疋
r
場
を
L
裳
閨
門
地
域
等

に
誘
導
す
る
た
め
の
「
移
設
」

を
設
け
ま
し
た
．
ま
た
、
奨
励

措
置
を
「
3
年
間
の
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
」
と
「
．
雇
用
促

進
奨
励
金
」
と
し
ま
し
た
、
．

日
向
市
農
村
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
農
村
総
合
整

備
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
田

谷
目
付
公
園
を
公
の
施
設
と
し

て
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
本
条

例
に
加
え
た
も
の
で
す
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　　さ　よ　　’員図　　’た．向の次年

　せり女会る国．市基と度
　　た市’1生にと・　総本すま

土
地
改
良
事
業
の

施
行
に
つ
い
て
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総額408億2708万円を計上

市は、市民福祉の向上のために、限られた財源を最大限に有効活用し、

　　　　　　　簡素で効率的な行政運営に取り組んでいます。

特別会計・企業会計

◆特別会計　　　　　　　　　168億6950万円

　　・般会計に対し、特定の歳人歳出を・般会

計と区別して個別に処理するための会計です。

　今年度から財光芋南第2卜地区画整理事業

について本格的に‘罫業に着手することになり

ましたので、財光芋南第2ヒ地区画整理’」環

特別会計が加わり、全体で16の特別会計とな

っています。

◇公営住宅事業特別会計　　　　5億5800万円

◇住宅新築資金等貸付事業特別会計550万円

◇亀崎土地区画整理事業特別会計　3700万円

◇亀崎北土地区画整理事業特別会計　　1億円

◇財光寺南土地区画整理事業特別会計

　　　　　　　　　　　　　　　2億1900万円

◇財光寺番目2土地区画整理事業特別会計

　　　　　　　　　　　　　　　1億3000万円

◇用地取得特別会計　　　　　2億4100万円

◇細島東部住環境整備事業特別会計

　　　　　　　　　　　　　　　　　2700万円

◇城山墓園事業特別会計　　　　　　800万円

◇簡易水道事業特別会計　　　　　1100万円

◇下水道事業特別会計　　　　22億8000万円

◇農業集落排水事業特別会計　2億2800万円

◇国民健康保険事業特別会計50億5000万円

◇介護保険事業特別会計　　　22億7900万円

◇日向入郷地域介護認定審査事業特別会計

　　　　　　　　　　　　　　　　　3400万円

◇老人保健事業特別会計　　　56億6200万円

◆企業会計（水道事業）　22億9758万1千円

　地方公営企業法の全部または一部の適用を

受ける公営企業会計のことです。ll向市では、

水道事業会計がこれにあたります。

　特別会計及び企業会計の総額は19】億6708

万1〔〕001【］で、’ド成［1年度と比較してll億8431

万3000円の増となっています、

○｝‘

　
歳
人
に
つ
い
て
は
、
景
気
の

先
行
き
の
不
透
明
感
は
拭
え
な

い
も
の
の
、
市
税
の
う
ち
法
人

税
に
つ
い
て
一
部
業
種
の
堅
調

さ
か
ら
対
前
年
度
比
5
・
6
％

の
伸
び
が
見
込
ま
れ
、
市
税
全

体
で
も
対
前
年
度
比
1
・
2
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
県
補
助
事
業
の
伸

び
に
よ
り
国
県
支
出
金
と
も
に

．
一
桁
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
、
．

　
．
般
財
源
比
率
は
対
前
年
度

比
2
・
8
ポ
イ
ン
ト
減
の
甜
・

8
。
。
、
自
・
E
財
源
比
率
は
対
前

年
度
比
1
・
9
ホ
イ
ン
ト
減
の

36

E
4
％
と
な
り
ま
し
た

　
市
債
は
、
対
前
年
度
比
紹
・

　り前の物　し度扶壁って　まイ存1
投ま上伸件任た比助安いは歳しン度：％
資し度び留意。5費祉て　’出たトもの
rl勺た比が

経
費

に

つ
い

’て

は

　　　’的
9大嘗経
・き∬力曹

6く費に
1，　　　、　へ昏：

欄，　　　・」’つ

の全　’し、

艶話貸，
左㍊怯

・全費　’その　’増対増
1体の障の義　　の前と
％とf申㌃￥うf芳　 12年な

のしび者ち的　 ・度り
　　　　　　　　　　3比　’増てが福の鷺
　　　　　　　　　　％2地とも大祖：手写ザ〔

韓ミ；懲磁

（
．
平
成
1
2
年
度
が
骨
格
戸
山
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
補
助
事
業
、
単

独
事
業
と
も
に
大
き
く
伸
び
、

全
体
で
対
前
年
度
比
2
1
・
8
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
．
．
6
月
補

正
後
と
比
較
し
て
も
、
8
・

1
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
、

　
補
助
事
業
は
、
財
光
与
南
ヒ

地
区
画
整
理
事
業
に
加
え
、
日

向
市
駅
周
辺
ヒ
地
区
画
整
理
事

業
が
本
格
化
し
て
き
た
こ
と
、

ま
た
新
規
霊
祭
で
あ
る
種
．
r
島

周
辺
漁
業
対
策
事
裳
、
塩
見
小

学
校
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
に

よ
り
対
前
年
度
比
H
・
1
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す

　
単
独
事
裳
は
、
温
泉
利
川
施

設
整
備
…
事
裳
及
び
目
向
サ
ン
パ

ー
ク
整
備
賢
業
の
伸
び
な
ど
に

よ
り
、
対
前
年
度
比
⑳
・
0
。
。

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
、

　
新
規
事
裳
は
4
4
件
で
、
総
額

14

ｭ
5
9
2
9
．
力
6
0
0
0
円

を
計
L
．
．
市
制
施
行
船
周
年
関

連
で
は
、
記
A
，
心
式
典
を
1
1
月
給

日
に
f
定
す
る
と
と
も
に
、
記

八
，
心
事
業
の
開
催
、
新
作
ワ
イ
ン

の
開
発
、
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
囲

碁
選
r
権
戦
宮
崎
大
会
、
県
小
L
伍

美
術
館
移
動
美
術
展
日
向
市

展
、
ス
ホ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
2

0
0
1
宮
崎
大
会
、
．
曳
期
巡
回

ラ
ジ
オ
体
操
会
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
．
．

財産収入

111，109

使用料及び手数料
141．569

その他
4

繰　入　金
339，966

～

市　　　税
6，104．281

　　歳入
21，660，000

市　　　債
2，6671805

　　　　　諸収入　　553，690

分担金及び負担金　　633，913

◇市債＝大規模な事業を行うに

あたり、国や金融機関などから

借り入れるお金

◇扶助費≡老人肛門1じ去に基づき、

被扶助者に対して支給する経費

◇公債費＝市が、国や金融機関

などから儲りたお金を返すため

の経費

◇積立金≡公共施設の整備や福

祉事業、文化・スポーツ振興な

ど、今後予想される歳出に対し

て積み亘てるお金

・◇投資及び出資金＝公益上の必

要性からみて、会社の株式を取

得する場含などの経費

◇繰出金＝一般会計と特別会計、

または特別会計相互間においτ

支出される経費

◇補助費等＝1畝）地方公共団体

への負担金や民間団体等へ交付

される補助金など
◇物件費＝人件費、維持禰修費、

扶助費、補助費等以外の市が支

出する消費的性質の経費

国循支出金
3．215．509　　、

県支出金　　1．433，590

［単位：千円］

地方消費税交

　　　付金
　　560，900

　地方譲与税
　　232，704

自動車取得税

　　交付金
　　68，100

利子割交付金
　　117，969

特別地方消費

　　税交付金

　　　　　1

地方特例交付

　　　　金
　　180，000

交通安全対策

　特別交付金
　　14，000

　
平
成
B
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
市
長
選
挙
を
控
え
骨

格
r
算
で
あ
っ
た
昨
年
度
に
比

べ
9
・
2
％
増
の
2
1
6
億
6

0
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
、

実
質
的
な
肉
付
け
と
な
っ
た
6

月
補
．
止
後
と
比
べ
て
み
て
も
、

1
1
億
1
0
1
4
．
々
4
0
0
0
円

（
5
・
4
％
）
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
今
年
度
、
市

が
市
制
施
行
甜
周
年
を
迎
え
る

こ
と
な
ど
か
ら
積
極
的
な
f
算

と
な
っ
た
も
の
で
す
．
．

　　　貸付金
　　665，491

　　維持補修費
　　　113．082

　　　積立金
　　　59，406

投資及び出資金

　　　　1」78

　　　予備費
　　　10ρ00

5 4



日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
を
設
立

口

　
口
渇
市
と
東
臼
杵
南
部
の
8
市
町
村

で
構
成
す
る
「
目
向
東
臼
杵
南
部
広
域

連
へ
口
」
が
4
月
1
1
1
、
市
町
村
事
務
の

．
那
を
共
同
処
理
し
、
行
財
政
の
効
率

化
と
広
域
行
政
の
円
滑
な
推
進
を
は
か

る
た
め
、
県
内
で
初
め
て
新
星
さ
れ
ま

し
た

　
ま
た
、
事
務
局
に
は
日
向
市
か
ら
9

人
、
門
川
町
、
東
郷
町
か
ら
各
－
人
の

合
計
H
人
が
職
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま

し
た
．
．

　
本
谷
に
あ
る
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
に
義

甲

『

広
域
連
合
の
設
立
を
祝
う
山
本
市
長
ら

　　　o

．み．o　　　　　▽
●■

　　　　　　市制施行50周年記念事業
第23回」AL杯

世界アマチュア囲碁選手権戦開催
　　　6／9（土）～14（木）日向市支化交流センター

　　　　　同時開催　日向はまぐり碁石まつり

　　　　　　　　　　日向市立小・中学校囲碁大会 4

電．ザ

か
れ
た
同
連
合
事
務
所
で
は
、
広
域
連

合
．
長
選
挙
と
二
人
1
1
交
付
式
が
行
な
わ

れ
、
広
域
連
合
長
に
は
、
由
本
孫
存
目

向
市
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
，

　
本
圏
域
の
市
町
村
で
は
、
．
半
成
m
年

8
月
に
1
1
向
町
郷
広
域
行
政
研
究
会
を

発
足
さ
せ
、
圏
域
の
抱
え
る
共
通
的
課

題
を
解
決
す
る
た
め
調
査
研
究
を
行
い

ま
し
た
，
．
そ
の
結
果
、
老
朽
化
し
た
火

葬
場
の
建
て
替
え
と
、
市
を
除
く
7
町

村
に
お
け
る
広
域
最
終
処
分
場
の
整

備
、
日
向
地
．
区
衛
生
施
設
燃
口
が
行
っ

て
い
た
し
尿
処
理
と
ご
み
処
理
場
の
管

即
運
営
を
、
地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ

た
事
務
の
共
同
処
理
方
式
で
あ
る
、
広

域
連
合
で
行
う
こ
と
に
、
．
平
成
1
2
年
5

月
に
合
意
し
て
い
ま
し
た
，

　
広
域
連
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
一
部

事
務
組
合
と
同
じ
よ
う
な
事
務
の
共
同

処
理
と
い
う
性
格
だ
け
で
な
・
迂
地
域

や
事
務
の
特
殊
性
な
ど
を
反
映
し
た
自

由
な
組
織
体
制
が
確
疏
で
き
る
、
～
国

や
県
か
ら
直
接
、
権
隈
、
事
務
の
委
任

を
受
け
ら
れ
る
な
ど
地
方
分
権
の
受
け

皿
と
な
る
、
一
③
広
域
行
政
を
進
め
る
う

え
で
の
「
広
域
計
画
」
を
市
町
村
と
協

議
し
た
う
え
で
策
定
し
、
、
L
体
的
な
広

域
的
調
整
機
能
が
発
揮
で
き
る
、
4
議

会
議
員
や
広
域
連
合
．
長
は
直
接
ま
た
は

間
接
の
選
挙
で
選
ば
れ
、
ま
た
住
民
に

腎O

ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
の
世
界

1
1
向
市
で
決
ま
る

．
が

　
「
月
界
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
選
f
P
撫
惟
戦
」

は
、
囲
碁
に
よ
る
相
．
尾
理
解
と
文
化
交

流
を
め
ざ
し
、
1
9
7
9
年
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
．
．
γ
一
帥
目
を
数
え
る
今

大
会
は
、
「
は
ま
ぐ
り
碁
．
右
の
ま
ち
・

日
向
市
」
が
舞
台
で
す
　
ア
マ
チ
ュ
ア

囲
碁
の
匿
界
一
を
決
定
す
る
「
囲
碁
の

オ
リ
ン
．
ピ
ッ
ク
」
が
も
う
す
ぐ
開
幕
し

ま
す

囲
碁
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
「
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
選
手
権
戦
」

の
ス
タ
ー
ト
当
時
、
囲
碁
は
そ
れ
ほ
ど

国
際
的
に
は
並
目
及
し
て
お
ら
ず
、
第
1

回
大
会
の
参
加
国
は
旧
か
国
で
し
た
．
．

参
加
し
た
選
r
も
、
張
本
、
巾
－
国
、
韓

国
な
ど
ア
ジ
ア
、
も
し
く
は
ア
ジ
ア
系

の
一
、
世
、
．
、
．
世
が
多
く
を
占
め
て
い
た

よ
う
で
す
．
．

　
し
か
し
、
囲
碁
　
7
2
．
．
．
．
口
伊
黙
を
超
え
る
奥

深
さ
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
世
界
へ
広
が
り
、

今
で
は
、
㎝
以
し
の
国
と
地
域
の
人
々

が
囲
碁
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
　
そ
の
中

か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
の
世
界
一
を
決
め
る

こ
の
大
会
は
、
ま
さ
に
「
囲
碁
の
オ
リ

ン
．
ピ
ッ
ク
」
と
．
．
，
ロ
え
る
で
し
ょ
う

　
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
会
場
に

足
を
運
び
、
匪
界
中
か
ら
集
ま
っ
て
く

る
選
手
た
ち
に
、
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
．
．

は
事
務
監
査
や
リ
コ
ー
ル
な
ど
の
直
接

請
求
権
が
与
え
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
特

徴
が
あ
り
ま
す
，

　
特
に
財
政
．
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

く
、
費
川
を
分
担
し
、
業
務
も
共
同
で

行
う
一
方
で
、
国
、
県
か
ら
の
補
助
金

も
市
町
村
嘩
独
の
場
合
よ
り
増
額
、
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す

　
広
域
連
合
の
発
足
に
伴
い
、
し
尿
処

理
と
ご
み
処
理
場
を
運
営
し
て
き
た
日

向
地
区
衛
生
施
設
組
合
は
解
散
し
、
同

1
1
付
で
広
域
連
合
が
園
務
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
、
｝

　
今
後
は
、
1
1
向
地
区
斎
場
東
郷
霊
苑

（
東
郷
町
∀
と
門
川
町
に
建
設
r
定
の

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
、
財
光
与
汚

泥
処
理
場
、
清
掃
岬
セ
ン
タ
ー
を
管
理
運

営
し
ま
す

　
中
で
も
、
東
郷
霊
苑
は
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
8
市
町
村
が
協
力

し
て
建
て
替
え
る
r
定
で
す
．
．

　
同
日
關
…
か
れ
た
設
立
記
念
式
典
に
は

約
1
0
0
人
が
参
加
。
あ
い
さ
つ
に
疏

つ
た
山
本
孫
春
広
域
連
合
．
長
は
「
広
域

連
合
で
管
理
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た

ご
み
処
理
場
、
し
尿
処
理
場
、
火
葬
場
、

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
4
つ
の
施

設
は
い
ず
れ
も
住
民
生
活
に
直
結
し
、

か
つ
現
代
社
会
に
お
い
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
暇
．
要
な
施
設
ば
か
り
．
．

一一

は
ま
ぐ
り
碁
．
石
の
ま
ち
・
1
1
向
市

　
日
向
市
は
、
世
界
で
唯
．
の
「
は
圭

ぐ
り
碁
．
石
」
　
の
生
産
地
で
す
．

　
「
口
向
は
ま
ぐ
り
碁
百
」
は
目
玉
灘

の
慨
か
な
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
「
ス

ワ
ブ
テ
は
ま
ぐ
り
」
を
、
高
度
な
技
術

を
持
つ
匠
た
ち
が
心
を
込
め
て
仕
し

げ
、
そ
の
見
事
な
光
沢
と
r
触
り
は
、

伝
統
r
芸
品
と
し
て
も
高
い
．
諦
価
を
受

け
て
い
ま
す
．
．
ま
た
、
碁
盤
と
し
て
最

高
の
素
材
と
さ
れ
る
柵
に
つ
い
て
も
、

生
育
条
件
に
恵
ま
れ
て
、
材
質
、
見
た

目
と
も
に
優
れ
た
宮
崎
圧
の
椎
の
．
評
判

は
非
常
に
h
尚
・
＼
こ
の
桝
で
作
ら
れ
た

「
H
向
椹
碁
盤
」
と
「
H
向
は
ま
ぐ
り

碁
石
」
の
生
産
地
、
　
い
わ
ば
囲
碁
の
ふ

る
さ
と
と
も
．
．
．
目
え
る
宮
崎
県
口
繕
市
で

「
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
選
手
臨
戦
」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
意
義

深
い
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
．
．

関
連
イ
。
ヘ
ン
ト

　
「
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
選
手
権
戦
」

を
支
援
す
る
目
的
で
発
足
し
た
日
向
市

促
進
協
戚
会
で
は
、
大
会
期
間
中
、
関

連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
企
．
画
し
て
い
ま
す

◎
日
向
は
ま
ぐ
り
碁
石
ま
つ
り

　
「
日
向
は
ま
ぐ
り
碁
石
ま
つ
り
」
は
、

今
回
で
1
4
回
1
1
を
数
え
ま
す
が
、
多
く

の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
参
加
者

数
、
レ
ベ
ル
と
も
に
、
全
国
で
も
有
数

　
こ
れ
ら
を
各
市
町
村
が
単
独
で
運
営

す
る
こ
と
は
財
政
的
に
も
大
き
な
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
8
市
町
村
が
必
要
な

分
野
で
連
携
協
力
す
る
こ
と
は
コ
ス
ト

の
省
力
化
や
事
務
効
率
化
な
ど
多
大
な

効
果
が
あ
り
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
大

き
く
つ
な
が
る
．
、
こ
れ
か
ら
圏
域
の
広

域
行
政
の
中
核
と
な
る
よ
う
努
力
し
ま

す
。
」
と
、
広
域
連
合
設
立
に
あ
た
っ

て
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
、

《広域連合設立の方向性》

東Eヨ杵南部広域最終処分場整備計画策藩一東臼杵南部広域最終

（5引1「町、翻釘，醐村、

広
域
連
合

「町、更郷国，南郷村、西郷村、北郷村、請塚杖、畦葉町）　　…

　　　　　　　　　　　　　　　一＝＝π一一一一一一］n区斎場東郷霊苑（日向市へ事務委託）
統廃合

　　　一ｵ尿処理施設の設置及び運営管理

i日向市、東郷田J）地区衛

ﾝ組合 こみ処理施設の設置及び管理運営

iロ領、門II町、東細1、南蹴、北欝、莚塚り

一

日向

「　　．　．

向
施

日
生

の
囲
碁
大
会
に
発
展
し
て
き
ま
し
た

　
今
同
の
大
会
も
、
囲
碁
大
会
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
プ
ロ
棋
し
に
よ
る
指
導

碁
や
、
名
局
の
大
盤
解
．
況
な
ど
、
多
く

の
催
し
を
行
う
．
r
定
で
す
．
．

　
現
在
、
参
加
中
込
受
付
中
で
す
（
詳

し
く
は
、
市
商
E
観
光
課
（
容
内
線
一
2
一

6
3
5
）
ま
で
．
．

◎
日
向
市
立
小
・
中
学
校
囲
碁
大
会

　
1
1
向
市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
全

国
唯
．
の
「
は
ま
ぐ
り
碁
百
」
の
生
産

地
で
あ
る
と
い
う
特
色
を
生
か
し
、
ク

ラ
ブ
活
動
や
休
み
時
間
、
放
課
後
な
ど

を
利
川
し
て
囲
碁
の
指
導
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
．
八
！
年
で
4
，
円
1
1
を
数
え
る
こ

の
大
会
は
、
学
佼
の
地
域
に
恨
ざ
し
た

教
育
の
一
つ
と
し
て
、
囲
碁
を
通
し
て

・
r
ど
も
た
ち
の
交
流
・
友
好
を
深
め
、

囲
碁
の
底
辺
拡
大
を
図
る
こ
と
を
1
1
的

と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
．

　
最
近
で
は
、
人
気
漫
、
画
「
ヒ
カ
ル
の

碁
一
の
影
古
で
囲
碁
に
興
味
を
覚
え
る

．
r
供
も
多
く
、
今
大
会
に
も
多
く
の
ソ
r

供
た
ち
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
．

◎
プ
ロ
棋
士

　
大
ヘ
ム
川
甜
嗣
中
－
を
通
一
ド
ニ
「
多
く
の
フ
ロ

棋
ト
が
日
向
市
を
訪
れ
圭
す
一
．
指
導
碁

な
ど
行
う
’
1
1
定
で
す
．

　
加
藤
正
夫
九
段
、
清
成
哲
也
九
段
目

安
田
泰
敏
九
段
（
以
ヒ
陛
界
ア
マ
審
判

団
）
、
淡
路
修
三
九
段
、
園
田
泰
隆
九

段
目
青
木
喜
久
代
女
流
鶴
聖
、
佐
野
員

詔
七
段
（
以
」
は
ま
ぐ
り
碁
石
ま
つ
り

ゲ
ス
ト
）

＿」

※O内は、事務の共同処理をしている市町村。
http：〃vwvw．miyazakl－nw．or．lp／hyuga／world－go
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H
知
屋
財
光
寺
通
線
が
開
通

　
細
島
4
．
区
を
南
北
に
縦
断
す
る
「
旧

知
屋
財
光
芋
通
線
」
開
通
式
が
3
1
1
罰

日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
．

　
式
に
は
、
山
本
市
．
長
や
市
．
．
．
役
を
は

じ
め
細
島
L
業
団
地
に
疏
地
し
て
い
る

企
業
の
代
表
、
地
．
区
の
住
民
な
ど
関
係

者
約
罰
人
が
出
席
、
テ
ー
．
フ
カ
ッ
ト
を

行
い
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た

　
ヘ
ノ
回
開
通
し
た
の
は
、
9
1
5
メ
ー

ト
ル
（
う
ち
新
設
部
8
1
8
メ
ー
ト
ル
〉

で
、
幅
員
が
1
8
メ
ー
ト
ル
の
片
側
－
肛
・

線
で
す
．
．

祝H知屋財光寺通線開通

疋

黍
ノ
麺

　
　
　
一

盛
尋
y

P
．
7

■”

1
1
　
回
巾
　
　
マ

【

へ
．
遍
ン

■■■■■隔■■■■■■■■■■■属■■■■■圏国■■■■■■■■■闘■■■■■隔

　　　　　　　閣通を祝ってテープカット

　し進ずが島　 置1協α♪日

1111まめる頻4通さに区知こ
道し　’た繁区線れは問屋の
10た臨めにのはて4を財口
lJ・

の
ノ｛

イ

ノ、

ス

的
な

役

割
と

L　’起し　’い・整光知
費’Fこ場細ま5備、【f屋
7成つウ：島すメし管財
億9て地港
ド」年いなの
を度たど整
かかこ　で割
けらと交’拝
て建を通裳
月賦解渋や
成を消滞細

1た黒光
トもとぴ
ノレ　ワ♪　rlf並亘

ので道義
塾’中は
道道央’
が路通県
評Illll線道

、
・
・
…
●
O
O
O
O
O
●
●
●
●
●
．
●
●
●
●
●
O
●
●
・
●
●
・
■
●
■
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
■
■
●
●
●
●
●
■

●●　・　●　・　9　●　●　●　●　●　●　9　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　●　●　●　●　●　o　o　●　●　●　o

名誉市民に今後の市政発展を誓う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　名言」多市民の功績をしのぶ目向ll∫名誉lifL忌顕彰：

式が4月211、li∫1捨1〕砿場で開かれました．　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市の名誉市民は、故こ尾良次郎さん（初・2　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代ll∫∫乏）、湿気1蔭片言崎義さん（3・4代lif長）、故　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　占木市蔵さん（初～4代li義｝乏）、故児1ミ袈裟雄・

さん（5～7代帳），　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式には、名11宇市民の遺族をはじめ市長、rif議・

会灘、殴公民鰍らカ・1脇．顕錨・に向かi

　　　　　　　　　　　　　　　　　コい全員で黙とうを捧げた後、遺族のヨ口和jζさ　：

んらが顕花し、名1』㌻rif民の功績をたたえるとと：

もに、今後の市政の発展を誓いました，　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　■

も・川・1　すの

即自妙
用動通
さ唯困
れ道は
るの　’

見取将
込り来
み付建
でけ設
ヰ道さ
　路れ
　とる
　し束
　て九

　　に・1生き面暫し
．アまものたの視て
クたつ向こ匡1里親
セ’なしと道下光
ス辛田がやに10光鉦
向島り朝よ号芋の
ヒしそ夕りに通だ
も業つの、抜辛古い
期団で通物けにえ
待地す幼質る凹い
さと
れ市
て街
い地
まと

．混輸コけ橋
雑送1　’か
ののス梶ら
解利が木こ
消便で方の

脚▼

が
開
通

市長鮪想

ηノ
該
…
警

自
然
の
恵
み

⑪Ill本孫春

　
、
目
に
は
二
目
…
果
　
山
ほ
と
と
ぎ

す
初
が
つ
お
」
　
祈
緑
が
日
増
し
に

振
く
な
り
、
躍
動
の
5
目
を
象
徴

す
る
季
節
感
あ
ふ
れ
ろ
山
U
素
堂

の
俳
句
で
す
　
私
た
ち
は
、
．
こ
の

L
八
自
然
の
恩
恵
を
存
分
に
受
け
な

が
ら
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
な
け
れ
ば
な
り
表
せ
ん
．

　
し
か
し
、
日
常
生
活
の
繁
雑
の

中
で
、
－
目
疏
…
へ
の
旧
K
敬
の
ヘ
ダ
心
4
つ
・
り

す
れ
が
ち
で
す
．
そ
ん
な
時
、
マ

ス
コ
ミ
の
世
四
種
査
の
鱈
和
事
が
出

さ
れ
、
地
球
温
暖
化
を
「
深
刻
な

問
題
」
と
受
け
止
め
て
い
る
回
恢
口

が
一
ω
u
け
だ
と
い
う
記
事
を
見
て
、

地
球
に
や
y
、
」
し
い
環
境
づ
く
り
へ

の
関
一
心
の
h
尚
さ
を
痛
…
成
心
い
た
し
圭

し
た
　
そ
う
い
う
意
味
で
「
ご
み

の
分
別
収
集
」
や
ユ
．
．
．
な
い
…
甘
物

運
動
一
は
、
　
．
人
ひ
と
り
の
心
か

け
で
で
き
る
温
暖
化
防
止
に
つ
な

が
る
身
近
な
運
動
だ
と
思
い
ま
す
．

か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
み
ん
な

で
未
来
永
劫
に
守
り
自
然
と
の
其

生
を
大
切
に
し
た
い
も
．
の
で
す
．

0

0

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
素
案
を
提
出

　
H
向
市
男
女
共
同
参
画
．
フ
ラ
ン
策
定

委
員
会
の
塩
月
知
恵
．
r
会
、
長
と
黒
木
磐

市
副
会
長
か
ら
．
フ
ラ
ン
の
素
案
が
市
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
策
定
委
員
会
は
、
昨
年
－
1
2
月
…
認
日

に
市
．
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

に
4
回
の
策
定
委
員
会
を
開
き
、
審
議

し
て
き
ま
し
た
．
一

　
素
案
に
よ
る
と
、
男
女
共
同
参
．
剛
社

会
の
実
現
に
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
反
映
さ

せ
男
女
共
同
社
会
の
形
成
を
総
合
的
に

図
っ
て
い
く
べ
き
と
な
っ
て
い
ま
す
、

　
そ
れ
に
は
、
人
々
の
意
識
改
革
が
必

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
O
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
O
O
O
O
O
●
●
●
●
●
●
●
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

判旨も’ρ

経済分野など新たな交流を

9編轟．囁
．

．
・
覧
、
　
∀
．

　
　
＝

欝
、

▲
』

　i維坊市訪日卜1iが：う月2111、　lll「ljrifを訪問し、

市庁舎玄関前で歓迎式が行なわれました。

　式では、II1本lif長が「訪日が実現しましたこ

とは該に喜ばしい限り。昨年の民間企裳におけ

る石工疹交流や塩見橋の新設1：事で、1塵界fの石材

を凡人した経済交流など、新たな交流が展開し

たことは大変喜ばしく、今後さらに友好の絆が

深まるよう努力したい」とあいさつしました

　訪ll団は、塩見橋や細島港などを視察したほ

か、商【1会、載所などで交流を深め、2311に次

の目的地へ向いました。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　o　●　●　●　●　■　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　・　・

要
で
あ
り
、
家
庭
教
育
や
学
校
教
育
、

生
涯
学
習
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
性
犯
罪
、
夫
や
恋
人
・
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
、
こ
れ
ま
で

個
人
の
問
題
、
家
族
の
中
の
問
題
と
さ

れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
問
題
が
、
女
性
の

人
権
問
．
題
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

性
を
基
．
本
的
人
権
の
問
．
題
と
し
て
捉

え
、
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
．

　
さ
ら
に
、
職
場
に
お
い
て
女
性
の
就

裳
を
継
続
さ
せ
る
な
ど
労
働
環
境
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
女
持
自
身
の
就
裳

意
識
の
向
し
や
政
策
・
方
針
決
定
過
程

へ
の
積
極
的
な
参
．
画
、
家
庭
に
お
い
て

男
女
が
共
に
担
う
．
r
育
て
、
介
護
、
家

事
の
推
進
な
ど
が
必
要
．
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
．
、
．
フ
ラ
ン
推
進
の
た
め
に
は
、

市
民
と
行
政
筆
圧
の
連
携
の
充
実
、
活

動
拠
点
の
整
備
機
能
7
9
充
実
、
．
フ
ラ
ン

の
進
行
状
況
の
把
握
、
点
検
、
法
制
度

の
あ
り
方
の
調
査
研
究
、
同
県
と
の
連

携
の
重
要
性
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
．
．

　
素
案
の
提
出
を
受
け
た
市
．
長
は
、

「
．
フ
ラ
ン
策
定
に
ご
努
力
い
た
だ
き
、

感
謝
し
ま
す
．
．
男
女
止
ハ
同
社
会
づ
く
り

ル
ー
ム
さ
く
ら
館
の
機
能
充
実
を
図
る

た
め
、
現
在
移
転
整
備
中
で
あ
り
、
．
フ

ラ
ン
を
尊
重
し
て
い
き
た
い
、
」
と
答

え
ま
し
た
．
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　曽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　冒　　一　　　　　　　　　　　　　一　　冒　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　，　　曽　　　　　　　　冒　　一　　　　　　　冒　　甲　　　　　　一　　騨　　　　　冒　　冒　　　　一　　胃　　　一　　一　　一　　冒　薗　　一　一　　　一一　　一

　
　
　
　
築
後
置
年
が
経
過
し
老
朽

て
化
や
・
地
盤
沈
下
の
問
題
も

し
あ
つ
た
、
鉾
部
消
防
建

と
（
草
場
花
ヶ
丘
迎
洋
園
）

淵
占
凪
が
冨
高
小
南
側
に
建
て
替
え

　
　
づ

蘇繍

�
ｳ

域
し
た
・

．
．
帥
肥
　
　
前
田
芳
広
部
長
は
・
「
期

　
　
　
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
今

後
と
も
防
災
活
動
に
取
り
組
む
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
4
月
8
日
に
は
、
第
8
部
消

防
機
庫
（
士
ロ
野
川
・
清
正
・
地
蔵
〉
が

完
成
し
、
現
地
で
落
成
式
が
開
か
れ
ま

し
た
。
．

　
こ
れ
ら
、
完
成
し
た
消
防
機
庫
は
地

域
の
防
災
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

地域防災の拠点となる31部の機庫

9
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’肌爪7」Tnp7r，C
ロ　ロ　　　ロ　　　　し　リ　ル　　　しりしノ

　　　　　ま5の麺欝
て、．

②
人
が
δ
・
重
三
き

　
こ
の
春
、
市
内
で
2
人
の
女

性
が
1
0
0
歳
を
迎
え
、
市
は

長
寿
祝
い
金
を
送
り
ま
し
た
。

　
美
々
津
町
（
石
並
地
区
）
の

黒
木
美
春
さ
ん
は
3
月
1
8
日
、

1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま

し
た
。

　
同
B
、
黒
木
さ
ん
を
訪
ね
た

山
本
市
長
が
「
お
体
を
大
切
に
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」
と
記

念
品
と
祝
い
金
を
贈
り
ま
し

た
。
黒
木
さ
ん
は
明
治
M
年
生

ま
れ
で
、
故
浅
吉
さ
ん
と
の
間

に
3
男
3
女
の
子
宝
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
お
笑
い
タ

レ
ン
ト
「
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
」
の

山本市長と握手する黒木美春さん

リ
ー
ダ
ー
名
倉
潤
さ
ん
は
、
大

阪
に
嫁
い
で
い
る
三
女
弘
’
さ

ん
の
r
息
。
美
春
さ
ん
は
「
孫

の
出
演
す
る
テ
レ
ビ
を
見
る
の

が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
3
月
”
…
日
に
は
平
岩

（
美
砂
地
区
）
の
田
中
フ
ヂ
エ

さ
ん
が
、
同
じ
く
1
0
0
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
、
市
長
か
ら
記

念
品
と
祝
い
金
を
受
け
取
り
ま
し

た
．
．　

川
中
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
か
ら
大

．
止
琴
を
弾
く
こ
と
が
大
好
き
で
、

こ
の
日
も
得
意
の
曲
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
．
、

　ド。爬
　「曜

大正琴を披露する田中フヂエさん

θ
の
交
萎
睾
ヤ
ン
ベ
ー
ン

　
　
㎞』　

彪
三田

h．
EP

u
ｻ
プ
・

綬
　
　
　
．

　
　
　
彪

馬
長
．
．
・

・
丈

毘
　
　
、

．
恥
魯

β

　　　奪騰

　ひ　　鯛蜀

露～＿

　
春
の
交
通
安
全
運
動
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
4
月
6
口
、
国
道
1
0
号
を
中
心

に
、
市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
か
ら
1
5
日
ま
で
の
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
に
伴
い
行
わ
れ
た
も
の

で
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
各
団
体
か
ら

約
6
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
長
が

「
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
、
こ
う
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
大
変

重
要
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ひ
ま
わ
り

レ
デ
ィ
や
各
団
体
の
人
た
ち
が
折
り
鶴

と
記
念
品
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
布
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

⑲
切
譲
防
止
盟
会

需
」
」

　
踏
み
切
り
事
故
防
止
講
習
会
（
J
R

九
州
㈱
主
催
）
が
4
月
9
日
、
J
A
目

凹
会
館
で
開
か
れ
、
交
通
安
全
協
会
や

日
向
警
察
署
な
ど
の
関
係
者
、
約
6
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
実
際
に
仮
設
踏
切

を
使
い
、
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
場
合

の
非
常
ボ
タ
ン
の
押
し
方
と
発
煙
筒
の

使
用
方
法
、
あ
る
い
は
車
が
遮
断
機
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
、

前
進
し
て
卓
で
ポ
ー
ル
を
押
し
ヒ
げ
る

こ
と
で
、
脱
出
が
可
能
な
こ
と
な
ど
を

叫
r
び
ま
し
た
．

旺

⑪
向
市
消
團
語
部
曇

■広報紙に掲載された写真を差し上げます。

　希望する人は、市総務課（君内線2234）まで。

炉鯛弩
　　

商戦》． 雫

誼

亀

　
日
向
市
消
防
団
は
4
月
2
日
、
平
成

B
年
度
新
旧
部
．
長
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
辞
令
交
付
式
で
は
、
今
年
度
新
た
に

任
命
さ
れ
た
部
長
の
人
、
団
員
認
人
に

野
別
初
雄
消
防
団
．
長
が
、
辞
へ
μ
を
交
付

し
ま
し
た
．
一

　
ま
た
、
．
長
年
－
の
消
防
団
活
動
の
功
績

に
よ
る
、
日
本
消
防
協
会
表
彰
伝
達
披

．
露
も
行
わ
れ
、
日
向
市
消
防
団
副
団
長

の
広
川
清
さ
ん
に
功
績
確
、
第
7
分
団

長
の
原
田
勇
さ
ん
に
精
国
章
が
そ
れ
ぞ

れ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
本
市
長
は
、
「
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
重
．
要
な
活
動
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
新
し
く
部
長
に
任
命
さ
れ
た
人
は
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
．

◇
部
長
博
松
木
親
則
〔
第
1
分
団
第
3

部
／
塩
見
全
区
）
、
黒
木
靖
和
（
同
第
団

部
／
草
場
、
花
ケ
丘
、
迎
洋
園
〉
、
池

川
忠
雄
〔
第
2
分
団
第
5
部
／
原
町
、

高
砂
、
新
生
町
〉
、
黒
木
政
文
〔
同
第
6

部
／
曽
根
町
、
堀
．
方
〕
、
角
川
文
男

（
同
第
1
2
部
／
永
江
町
、
江
良
町
、
公

園
通
り
｝
、
柏
田
考
．
一
〔
同
第
B
部
／
幡

浦
、
竹
島
町
〉
、
黒
木
忠
夫
〔
第
5
分
団

第
詔
部
／
鵜
並
、
H
の
．
半
、
楠
群
）
、

長
埜
正
博
（
第
7
分
団
第
2
5
部
／
別
府
）
、

黒
木
美
徳
（
第
8
分
団
第
烈
部
／
高
松
、

宮
の
ド
〕
、
大
村
こ
ず
え
〔
女
性
消
防
部
）

㊥
ッ
カ
あ
楽
し
さ
を
昧
わ
ぞ

献
　　、幽こ

甲L♂．

’

脚
℃マ「

　
　
．
鞍

！
㌻
竃

　
1
1
向
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
よ
る
女
性

サ
ッ
カ
ー
教
室
が
4
月
1
4
H
、
大
E
谷

運
動
公
園
で
、
小
中
学
生
ら
が
参
加
し

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
女
性
サ
ッ
カ
ー

教
室
は
、
同
協
会
副
部
長
の
芹
ヶ
野
功

一
さ
ん
ら
2
名
の
コ
ー
チ
に
よ
る
初
・
b

者
向
け
の
教
室
で
す
．

　
芹
ヶ
野
さ
ん
は
、
「
小
中
学
生
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
女
性
に
サ
ッ
カ
ー
の

お
も
し
ろ
さ
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
6
月
ま
で
毎
週
ヒ
曜
目
に

全
に
回
で
開
催
さ
れ
る
r
定
で
す
。

0
向
市
ス
ボ
↓
雀
団
結
団
式

　
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
と
保
護

者
な
ど
約
5
0
0
人
置
参
加
し
、
H
向

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式
が
4
月
1
4

日
、
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
山
－
川
実
二
郎
本
部
長
が
「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
相
手
を
思
い
や
る

～
供
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
．
団
員
を
代
表
し
て
、
杉
本
純
一
さ

ん
（
少
林
寺
拳
法
U
向
西
・
富
高
小
6

年
V
が
「
健
康
な
体
と
心
を
養
い
、
次

代
を
担
う
立
派
な
人
間
に
な
り
ま
す
」

と
誓
い
の
、
臣
柴
を
述
べ
ま
し
た
。
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報 調　紬縞伝言板」は、皆さ紹）自
主的な活動を応援するコーナーで

す。サークル活動などの会員募集

やイベントなどの情報をお寄せく

ださい。営利や政治・宗教活動を

目的としたものはお断りします。

原稿は、毎月1日までに市総務

課（容内線2234）へ。ただし、

紙面のスペースの関係上、掲載で

きない場合があります。

■無料歯科健診・相談

　6月41「カ・ら1（，目までは、歯の

衛生週間ですこの週問にあわせ
日向llf・東臼rl；1瓢1歯科医師会では

「母と」㌃のよい歯のコンクール」

と「歯の無料健診・はみがき指導」

を実施します，

◇日時一5月26【1【D午後2時～

◇場所＝アスティ日向寿屋3階

■小型船舶免状更新・失効講習

◇対象一更新／有効期限がbr成13

年6月4目～’1く肩～14年6月3目ま

での免状、失効／有効期限が’内戎

13年6月3目以降の免状

◇日時；6月3日｛ID午前～〕時～

◇会場＝市文化交流センター

◇持参品＝海技免状、料金

◇料金＝更新／9000円、失
タカ／／15000ド」

◇申込・問い合わせ；人技海Fl‘事

務所（倉099－281－7753）

■熊本県人会の会員募集

　日向市内で熊本り，し人会を発足し

ようと考えています、

　県人会では、人と人とのつなが

りをノく切にしながら、さまざまな

活動に取り組んでいきたいと思い
ます，

　市内に居住する熊本県出身者や

ゆかりのある人など、どなたでも

参加できます，希望する人は、永
川高見さん（冠53－7753）まで

ご連絡ください．

　　　　　市制施行50周年記念事業

「はばたけ！日向1～参加・連携・創造～

　市は、lif制施行5〔｝周fドを市民のみなさんと・緒に祝うた

めにキャッチフレーズを「はばたけ！日向」～参加・連携・

創造～として、さまざまなF；喋を実施していきます　この

コーナーでは、これらの」喋について紹介していきます

■『市民自主企画運営事業』

　：i月に募集しました、市民のみなさんが自iこ的に企画・

運営する「市民自iご企画避｛営事業」には、多くの応募をい

ただきありがとうございました＝

◇選定された自主企画運営事業＝映画「ガイアシンフォニ

ー」上映、琶響反射板の体験演奏会とアルバート・ロトピ

アノリサイタル、堀川流域総合短歌大会、三県総合ラージ

ボール卓球大会、日向市歴史遺産・文化遺産フォーラム、

JPSAプロサーフィン大会、郷土史講演会と地方史研究

大会、震業小学校、ロバの音楽座「トーナドーナの昌楽会」

公演、デフパペットシアター「ひとみ」ファミリー人形劇、

日向市に木ポイントを創ろう、映画「筑後川」上映と古代

史講演会、タイムカプセル埋設、どんぐり千年の森つくり
と耳川源流点を訪ねる集い、東九州ミニラグビー交流大会、

楽しいピアノコンサート、市民参加モニュメント建立、近

鉄選手も日向已みんな仰間じゃがフェスタ、日向市スポー

ツ少年団と入郷児童の交流、ビーチバレー大会、21世紀の

地方自治を考える連続講座、高齢者ウラブ連合会体育大会、

梅原司平手話付きコンサート

　　　　　　図　　書　　館

「P・う・7ケ・托・ト
　　　　　　　　　　1

　　　「春のとしょかんまつり」について

　こども読、［｝週間にちなんでの「春のとしょかんま

つり」を次のll程で開催します、．二本市や体験コー

ナー「ふしぎなかがくのせかい」など、たくさんの

楽しい催し物を準備しています。

◇日時嘉5月12U（ヒ）9：00～

◇場所＝日向市、1疋図、扉漁’｛

◇内容＝9：01）～占4£市、9：30～・日図、IF館長・

図註館員任命式、10＝00～体験！ふしぎなかがく

のせかい、11：1｛〕～IE1際交流員ジョナサンのイギリ

ス紹介、13：30～おはなし会（乳幼児・幼児・小

学生）、14：2〔｝～朗読劇、「ブックラリー」と「紙

芝居」は随時行ないます＝

‘
’
k

r
・

つ　C

みんなの広場

　
今
年
は
2
0
0
1
年
、
2
1
世
紀
の
門

出
の
年
で
す
　
日
向
卜
旧
は
本
年
4
月
1

1
1
、
1
1
向
市
制
施
行
諭
周
年
と
い
う
記

八
．
心
す
べ
き
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
．

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　
ほ
向
市

皮
び
日
向
市
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
慶

び
を
中
し
し
げ
ま
す
．

　
一
は
ば
た
け
！
日
向
」
～
参
加
・
連

携
・
創
造
～

　
圭
さ
に
、
将
来
に
向
け
躍
動
す
る
日

向
市
の
姿
が
連
想
さ
れ
、
胸
も
膨
ら
む

良
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
と
思
い
ま

す
．
．
ヘ
ノ
日
の
1
1
向
市
を
思
う
と
き
、
過

ぎ
去
り
し
半
世
紀
を
振
り
返
り
、
先
人

た
ち
の
功
績
を
た
た
え
、
明
目
の
日
向

市
を
担
う
．
r
供
た
ち
に
夢
を
語
り
、
想

ほくたち

　　わたしたちの

　　ノロ　　　　ち

　　餐幽・

　　　ρ

山
下

尚
生
さ
ん
（
6
6
歳
…
富
高
出
身
）

　
今
月
号
は
、
首
都
圏
在
住
の
ふ

る
さ
と
大
使
に
、
故
郷
・
日
向
市

に
対
す
る
思
い
出
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

『
は
ば
た
け
！
日
向
』

　
　
～
参
加
・
連
携
・
創
造
～
に
乾
杯

い
を
残
す
…
冨
み
に
努
力
す
る
の
は
、
私

た
ち
大
人
の
務
め
で
も
あ
り
ま
す
、

　
油
年
前
の
昭
和
罰
年
4
月
目
い
え

ば
、
私
は
富
島
高
下
の
2
年
生
に
な
っ

た
ば
か
り
で
す
．
．
区
画
、
高
校
の
校
舎

は
現
在
の
市
庁
舎
の
あ
る
所
で
、
私
は

軟
式
テ
ニ
ス
に
目
の
停
れ
る
頃
ま
で
汗

を
流
し
て
い
た
も
の
で
す
．
．

　
宛
に
3
年
さ
か
の
ぼ
り
昭
和
器
年
、

ま
ち
は
ま
だ
富
島
町
時
代
で
、
私
は
富

島
中
学
2
年
生
の
頃
、
ま
ち
の
将
来
を

展
望
し
、
そ
の
構
想
を
図
に
描
か
さ
れ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
　
大
型
船
の

寄
港
を
可
能
に
す
る
た
め
、
竹
島
ま
で

の
海
を
埋
め
疏
て
る
な
ど
し
て
細
島
港

と
は
別
に
新
た
な
大
r
裳
港
を
構
築
す

る
考
え
や
、
国
道
m
活
線
の
付
け
替
え

な
ど
の
ほ
か
、
今
の
た
い
え
い
橋
の
所

に
橋
を
新
設
す
る
な
ど
、
ま
ち
全
体
の

構
想
等
概
略
的
な
大
枠
で
は
、
現
状
の

1
1
向
市
・
旧
富
島
地
．
区
の
構
図
と
良
く

亜
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
　
こ
の
様

な
体
験
的
記
憶
は
同
属
代
の
大
勢
の

方
々
に
も
覚
え
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま

す
．
．　

か
つ
て
は
、
夢
で
し
が
な
か
っ
た
も

の
が
、
5
0
年
を
経
た
今
1
1
、
現
実
に
存

在
し
て
い
る
わ
け
で
す
．
．

　
日
向
市
制
施
行
測
周
年
と
い
う
節
目

の
本
年
が
、
2
1
世
紀
に
相
応
し
い
1
1
向

市
建
設
に
向
け
て
、
文
字
通
り
．
大
契

機
の
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈

A
，
心
申
し
ヒ
げ
て
終
わ
り
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）

野ロ裕二さん（25歳：堀一方）

　学習塾の昴延llrll校で、小学生

にウ芝語を教えています，　」㌃供が

ウ口語を好きになるような授業を

心がけています．体みは、なか

なかとれませんが、友人とドラ

イブや釣りに川かけてリフレッ

シュしています．

　　＿）・

・　φ

〆
　　睾
．．』

yべ

いきいき
　　　　青春トーク

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の

近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

か
た
は
、
市
総
務
課
（
容
内
線
2
2
3

4
）
ま
で
ご
運
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報

係
が
写
真
を
撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

中崎恵美さん（25歳：切島山2）

　昨年、彦沸け1に入けiしました二

おもしろい人ばかりで、とても

楽しく活動しています．

　今年は、ドライブインシアタ

ーをm月20日に開催すること

になりました＝みなさんぜひ見

に来てくださいね．
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軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
へ

一
　
減
免
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　
5
一
ま
、

　
　
　
　
く
ヒ
ー
カ
．
層
．

　
　
　
　
　
　
　
　
－
し
）
村

　
　
　
　
唯
ギ
重
4
移
α
’
剃

期
で
す
，
こ
の
軽
自
動
甫
ド
税
に

つ
い
て
、
次
に
該
当
す
る
直
「
に

は
、
減
免
の
制
度
が
あ
り
ま
す

（
た
だ
し
、
．
人
．
台
で
普
通

廓
と
の
重
複
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

⑦
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
と

認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車

②
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、

知
的
障
害
者
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
で
、
本
人
ま
た
は
本
人
の

た
め
に
生
計
同
一
者
、
常
時
介

護
者
の
運
転
す
る
軽
自
動
車

（
対
象
者
が
1
8
歳
未
満
、
ま
た

は
知
的
障
害
者
の
場
合
は
、
生

計
同
一
者
が
所
育
運
転
す
る
軽

自
動
車
も
含
む
）

③
身
体
障
害
者
の
た
め
に
構
造

変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車

　
平
成
B
年
度
の
減
免
申
請
を

さ
れ
る
人
は
、
．
平
成
B
年
5
月

24

冝
i
木
）
ま
で
に
、
納
税
通

知
井
（
納
付
し
な
い
で
く
だ
さ

い
）
、
印
鑑
、
障
害
者
r
帳
、

運
転
免
許
証
を
持
参
の
う
え
、

市
税
務
課
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ

い
．
．
ま
た
、
障
害
の
区
分
、
程

度
に
よ
り
鯉
川
範
囲
が
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
．
．

　
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税

係
（
容
内
線
2
1
2
6
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

こ
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
週
間

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　
市
は
、
5
月
2
7
H
か
ら
6

月
3
口
で
の
1
週
間
を
「
ご
み

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
週

間
」
と
位
置
づ
け
、
広
く
市
民

や
事
業
者
に
対
し
、
ご
み
減
疑

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
，
こ
れ
は
、

「
ご
み
ゼ
ロ
」
の
目
（
5
1
1
日

日
）
と
6
月
の
環
境
月
間
に
併

せ
て
実
施
ず
る
も
の
で
す
。
5

月
2
7
日
に
は
屯
両
パ
レ
ー
ド

（
広
報
宣
伝
活
動
）
や
市
街
地

清
掃
行
動
・
環
境
相
談
な
ど
を

行
い
ま
す
．

蓉
3
0
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
》

◇
主
催
1
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

実
行
委
員
会

◇
日
時
目
平
成
B
年
5
月
2
7
H

◇
場
所
1
1
市
役
所
前
広
場
、
午

一
」
｝
　
・
～

｝
】
〔
　
　
、
　
～

◇
参
加
資
格
1
1
営
利
を
1
1
的
と

せ
ず
、
　
．
般
家
庭
で
．
不
要
に
な

纏墜

つ
た
占
憤
4
1
・
日
用
雑
貨
な
ど
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
商
品
を
出
品

で
き
る
人

◇
参
加
人
数
1
1
油
ブ
ー
ス
（
個

人
・
団
体
い
ず
れ
の
参
加
も
可
）

◇
参
加
料
陪
ー
ブ
ー
ス
あ
た
り

5
0
0
『

◇
申
込
方
法
・
申
込
先
1
1
電
話

で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委

員
会
（
環
境
整
備
課
内
如
月
．

2
2
5
6
）
へ
．
．

◇
申
込
期
限
門
5
月
生
日
（
水
〕

午
後
4
時
華
分
ま
で

㌔
漫
．
．

■．�
`
目
『
鷲
．

嘉
ギ

一
　
日
向
市
教
育
資
金
融
資
制
度

　
新
た
に
据
置
期
間
を

　
設
け
ま
し
た

　
市
が
宮
崎
県
労
働
金
庫
と
提

携
し
、
低
利
で
教
ム
ー
ー
資
金
を

融
資
す
る
目
向
市
教
育
資
金
融

資
制
度
が
、
平
成
B
年
4
月
1

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
点
は
、
返
済
期
間
が
7

年
以
内
か
ら
8
年
以
内
に
延
長

さ
れ
、
新
た
に
正
規
の
修
学
期

間
内
の
据
置
期
間
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
融
資
金
額
は
．
人
1
5
0
万

円
以
内
、
融
資
金
利
が
年
2
・

0
パ
ー
セ
ン
ト
（
保
証
料
別
）

と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
ば
、

宮
崎
県
労
働
金
庫
日
向
支
店

（
容
5
2
　
6
1
3
1
）
　
ま
で
．
．

一児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

　
児
童
虐
待
防
止
に
ご
協
力
を

　
最
近
、
隠
事
へ
の
虐
待
が
急

激
に
増
え
て
お
り
、
尊
い
命
が

奪
わ
れ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
起

き
て
い
ま
す
。
昨
年
「
児
竜
虐

待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
虐
待
の
禁
止
や

日
「
期
発
見
、
日
「
期
対
応
へ
の
取

り
組
み
な
ど
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
、　

虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
ま

た
は
発
見
し
た
場
合
は
、
児
　
喧

伝
談
所
、
福
祉
事
務
所
ま
た
は

お
近
く
の
地
域
協
力
員
や
民
生

委
昌
∵
児
玉
委
員
な
ど
に
ご
連

絡
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

　
r
育
て
な
ど
で
お
悩
み
の
人

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
地
域
協
力
員
（
・
E
任
雲
竜
委

員
∀
1
1
黒
木
貞
心
（
細
島
・
日

知
屋
東
）
、
落
合
初
．
r
（
日
知

屋
）
、
川
目
む
つ
f
（
大
E
谷
）
、

児
k
守
彦
（
岩
脇
・
美
々
津
）
、

弓
削
淳
（
岩
脇
・
美
々
津
）
、

児
K
典
．
r
（
利
高
）
、
奈
須
利

昭
（
塩
見
・
財
光
寺
）
、
平
川

．
瀞

　
蟻

畷
塾

嚢

おしらせ

5
月
の
相
談

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
き
■
5
月
2
5
日
｛
金
）

　
　
　
　
m
”
渕
～
1
4
一
陶

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

父
権
・
行
政
相
談

　
と
き
■
5
月
照
1
1
（
火
｝

　
　
　
　
｝
・
0
　
　
5
．

　
　
　
　
（
　
．
　
一
～
　
，
・
　
’

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
　
き
■
5
月
1
7
日
〔
木
）

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

　
申
込
先
■
市
民
課
（
倉
内
線

　
　
2
1
3
9
）

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
き
圏
5
月
8
目
〔
月
一

　
　
　
　
〇
一
員
～
p
D
　
耳

　
と
こ
ろ
■
占
少
年
ホ
ー
ム

◇
心
身
障
害
者
相
談

　
と
き
■
5
月
9
目
（
水
）

　
　
　
　
0
　
・
0
～
ワ
一
・
0

　
と
こ
ろ
■
身
体
障
害
者
セ
ン

　
タ
i
〔
酋
5
2
－
5
4
3
4
｝

県
弁
護
・
工
会
の
無
料
法
律
相
談

◇
日
時
博
5
月
m
目
（
木
｝
午
前

m
時
～
午
後
3
時
（
要
予
約
）

◇
会
場
1
1
延
岡
市
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
3
階
／
研
修
室
5
）

◇
相
談
費
用
1
1
無
料

⑰…身元調・・断・運動・を推・・て

⑥

～
、

祥
．
r
（
財
光
芋
南
）
（
敬
称
略
）

◇
相
談
窓
ロ
ー
1
延
岡
児
童
相
談

所
（
容
0
9
8
2
お
1
7

0
0
）
、
日
向
保
健
所
（
容
5
2

．
5
1
0
1
）
、
1
1
向
警
察
署

（
容
潟
　
O
I
1
0
）
、
市
福
祉

事
務
所
（
容
内
線
2
1
6
3
・

ワ
】
1
7
0
＞
、
　
h
〆
切
日
浦
冒
理
⊥
陣

（
容
内
線
2
1
8
1
）

」
A
S
法
に
基
づ
く
食
品
表
示
制
度

（》

表
．
小
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
．
半
成
B
年
4
月
1
日

か
ら
加
L
食
品
に
は
原
材
料
名

や
賞
味
期
限
な
ど
、
お
米
に
は

原
料
玄
米
や
精
米
年
月
日
、
遺

伝
．
r
組
換
え
食
品
や
有
機
食
品

に
も
表
．
小
が
必
要
で
す
．
．

　
販
売
店
は
、
店
頭
で
の
表
．
小

を
徹
底
．
し
ま
し
よ
う
．

　
ま
た
、
消
費
者
は
こ
れ
ら
を

参
．
考
に
し
て
く
だ
さ
い
．
．

線
2
1
6
4
）
へ
。

平成13年度所得制限限度額

※厚生年金加入者の場合〔　｝内力樋用

扶養親族…所得制限限度額

等の数…　　（万円）

○人　　301．0（460．o）

1人　 339．0（498．o）

2人　　377．0（536．o）

3人　　415．0．（574．o）

4人　　453．0（612．o）

5人　　49LO（650．Q）

ご
存
じ
で
す
か

食
品
表
示

fこτ旨ノFII芹fドSし｝カ§fこ

料産で　7法よ　’卓近
品物野月Lう消々年
に・　蒸1力玉’ド劉～1三Ji三

型イく・　日産父1戎名．￥害～’

聡窃髪なま暴選お易
び全の・起れ1隻f正しく

原て農て’ににての
丙三9ノ戸娃（ノ♪’ド　＿」生し》fミ

地生物II反成Jわま品
を鮮や売12Aなすが

5月の納期

全．期

5月分

ド1　重力　　畦〔　出色

忌f「焔》f辱芝「∫負事斗

この社会あなたの税が生きている

一
　
児
童
手
当
の
認
定
請
求

　
期
間
を
過
ぎ
る
と

　
支
給
開
始
が
遅
れ
ま
す

　
現
在
、
小
学
校
就
学
前
の
児

隠
顕
を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
児

竜
f
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
．
た
だ
し
、
所
得
制
限
に
よ

り
鼠
戸
r
当
を
支
給
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
5
月
－
日
（
火
）

～
制
日
（
．
、
イ
）
の
期
問
－
甲
に
児

竜
手
当
認
定
請
求
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
．
．
．
平
戊
B
年

度
の
所
得
を
も
と
に
中
清
を
受

付
い
た
し
ま
す
．

　
期
間
を
過
ぎ
る
と
支
給
開
始

月
が
遅
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

　
ま
た
、
受
付
時
に
は
、
請
求

者
の
印
鑑
、
銀
行
通
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
．
．

　
詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所

児
竜
母
．
r
係
1
7
番
窓
目
（
奮
内

　
弔
慰
金
・
見
舞
金
の
支
給

一
　
一
兀
軍
人
軍
属
等
の

　
み
な
さ
ん
へ

　
特
別
永
住
者
（
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
平
和
条
約
に
よ
り
，
日
本

国
籍
を
離
脱
し
、
1
1
本
国
内
に

永
住
し
て
い
る
人
）
と
し
て
永

住
し
て
い
る
人
な
ど
で
、
．
兀
．
車

人
軍
属
等
の
み
な
さ
ん
に
弔
慰

金
・
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
．
．

◇
対
象
者
1
1
昭
和
1
2
年
7
月
7

日
以
降
の
公
務
傷
病
に
よ
り
、

f
．
昭
和
m
年
1
2
月
8
目
以
降
死

亡
し
た
人
の
遺
族
、
2
重
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
人
、
3
重
．

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
人

の
遺
族

◇
謂
求
期
間
博
平
成
B
年
4
月

1
日
～
、
半
成
田
年
3
月
制
目

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市

福
祉
事
務
所
・
児
竜
母
．
r
係

（
容
内
線
2
1
6
3
）

9税金一1］メモi謝ぎ窒Q＆A
　　　　　　　　　　　　　　　
　今年も杓戊13年度の固定資産：Q．学生なのですが、国民年盆
　　　　　　　　　　　　　　　税納税通知書を4月ll日に発送：保険料を納めなければならない
しました。　　　　　　　　　：のでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　ロ　貸家、貸地、事業用i二地・建：A．学生でも保険料を納めなけ
　　　　　　　　　　　　　　コ物及び償却資産の所有者が毎・ればなりません。納付が困難な
年、所得税等の確定申告の際に　i場合は、学生納付特例制度（免

　　　　　　　　　　　　　　ロ控除を受けるためには、該当物・除）があります。この申請をし
件の所在地及び固定資産税額のiていただくと、本人の所得が基

記入が必要になります。　　　　：準以ドであれば保険料が免除に
・繊14年3♪」に13翰・川・iな・♪ます．輪する場合は、学

　　　　　　　　　　　　　　　告をされるときには、先に送付：生と証明できるもの（学生証の

した「13年度固定資産税納税通：写し、在学証明など）、印鑑、
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

知書」の最終ページに記載して：年金手帳を持参して年金係の窓

います「課税明細書」を保管の：llで手続きをしてください。こ
うえ、ご糊ください。　　iの申請は年度ごとに必要で凱

●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
O
O
●
●
●
●
●
●
■
●
●
O
O
O
●
■
●
…
●
・
・
・
・
…
●
・
・
．
…

あなたとわたしσ）

　　　　軍～々共同社会

　お互いを尊重してますか？

　夫婦間にビ下関係がないつも

りでも、日常生活の中ではまだ

夫中心・男性優位になってはい

ませんか。夫（父親）は食事や

入浴、部屋の使い方など家庭が

自分を優位的に扱い、サービス

してくれることをあたりまえと

おもいがちですが、これは男性

中心の考え方です。

　これからの時代は家族が家庭
のあり方を　一緒に．考え、よく話

し合い、その責任を果たしてい

くことから個性の．尊重も生まれ

てきます。

■市民なんでも相談ホットライン伽55－9111・IELO120－86－4388）
75



ぼしゅう

一
戸
．
．

市
営
住
宅
の
入
居
者

公
開
抽
選
で

入
居
者
を
決
定

　
市
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
．
、

◇
募
集
期
間
1
1
6
月
1
日
（
金
）

～
6
月
8
H
（
金
）

◇
申
込
資
格
1
1
〔
し
市
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
し
、
現
在
住
宅
に

困
っ
て
い
る
人
．
．
2
現
に
同
居

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る

人
．
、
3
収
人
基
瀧
－
（
入
居
者
及

び
同
居
親
族
の
過
去
－
年
間
の

所
得
月
額
が
⑳
万
円
以
ド
で
あ

る
こ
と
）
を
満
た
す
人
、
．

◇
申
込
方
法
1
1
申
込
辞
に
㊧
住

民
票
謄
本
、
．
2
一
．
弔
成
1
2
年
－
分
の

所
得
証
明
陛
、
給
与
収
入
者
は

過
去
1
年
間
の
給
与
収
入
証
明

R
目
、
自
営
業
者
は
過
去
－
年
間

の
月
別
収
支
内
訳
廷
日
を
添
え

て
、
市
建
設
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
．
、

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市
建
設
課

管
理
係
（
容
内
線
2
3
4
6
）

う
る
お
い
福
祉
基
金
事
業

最
高
で
3
0
万
日
目
助
成

市
は
、
福
祉
の
向
ヒ
ま
た
は

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
生
き
が

い
づ
く
り
を
図
る
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
民
間
の
福
祉
事

業
に
対
し
、
最
高
濁
万
円
を
助

成
し
ま
す
．
、

　
希
望
す
る
団
体
等
は
、
口
向

市
う
る
お
い
福
祉
基
金
事
業
助

成
交
付
申
請
井
に
事
業
計
画

酵
、
収
支
芦
算
同
等
を
添
付
の

う
え
、
5
月
制
H
ま
で
に
市
高

齢
者
あ
ん
し
ん
対
策
室
・
高
齢

者
福
祉
係
（
市
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
．
、　

詳
し
く
は
、
市
高
齢
者
あ
ん

し
ん
対
策
室
（
倉
内
線
2
1
9

2
）
ヘ
一
．

　
　
航

　
　
9

．
　
¶

秘な
優し

　
男
女
共
同
参
画
社
会
つ
く
り
事
業

一
　
ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

　
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
、
女
陸
も
男
陀
も
お
1
1

い
の
人
権
を
尊
唯
し
．
、
理
解
協

力
し
て
自
分
ら
し
い
生
き
方
が

実
現
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
．
．

　
そ
の
た
め
に
、
実
行
委
員
会

O

形
式
で
毎
年
、
「
ひ
ま
わ
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
い
て
い
ま
す

が
、
本
年
も
次
の
と
お
り
実
行

委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
、
、

　
ま
た
、
本
年
7
月
に
は
、
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
・
小
ホ
ー
ル

2
階
に
9
5
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
推
進
ル
ー
ム
を
開
設
し
、

今
後
の
活
動
拠
点
と
す
る
予
定

で
す
、
、

◇
募
集
定
員
1
1
⑳
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◇
募
集
期
限
1
1
5
月
2
5
H
（
金
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市

企
画
課
（
歴
内
線
2
2
2
0
）

　
ひ
ま
わ
り
基
金
事
業

一
　
海
外
派
遣
高
校
生
や

　
助
成
団
体
を
募
集

　
市
は
、
市
内
の
民
ド
的
団
体

や
市
民
m
人
以
ヒ
の
グ
ル
ー
．
7

が
ま
ち
づ
く
り
事
裳
を
行
う
場

合
に
、
事
裳
費
の
最
高
2
分
の

一
の
額
（
限
度
額
諭
万
円
）
を

助
成
し
ま
す
、
、

　
希
望
す
る
団
体
は
、
交
付
申

琉
旧
睦
目
、
事
業
汁
面
．
R
日
、
反
支
ノ
r

＝
匹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
　
一
　
　
　
　
　
　
工

算
陛
な
ど
を
5
月
1
5
日
ま
で
に

ひ
ま
わ
り
基
金
事
業
推
進
協
議

会
（
市
企
画
課
内
V
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
．
、
協
議
会
は
提
出

さ
れ
た
資
産
費
等
を
審
査
し
、

ま
ち
づ
く
り
、
心
づ
く
り
に
ふ

さ
わ
し
い
と
認
定
し
た
事
業
に

対
し
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
2
1
匪
紀
の
将
来
の
日

向
市
を
担
う
占
少
年
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
、
市
内
の
中
・

高
校
生
を
海
外
に
派
遣
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
．
今
回
、

派
遣
す
る
高
校
生
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
，

◇
派
遣
先
目
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

E
コ
ー
ラ
巾

◇
派
遣
期
間
1
1
8
1
1
8
日
～
”
一

日
（
r
定
）

◇
負
担
金
N
6
万
円

◇
募
集
人
員
1
1
4
人

◇
応
募
資
格
1
1
保
護
者
、
本
人

と
も
市
内
に
居
住
し
て
い
る
高

校
生
（
市
外
の
高
校
に
通
っ
て

い
て
も
可
）

◇
応
募
方
法
1
1
市
企
画
課
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
に
「
国
際

化
」
に
関
す
る
作
文
と
学
校
．
長

の
推
薦
井
を
添
付
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
、
一

◇
応
募
期
限
1
1
5
月
1
5
日
（
火
）

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
市

企
画
課
（
歴
内
線
2
2
1
9
）

　
魅
力
あ
る
彫
刻
展
に
し
た

い
、
彫
刻
展
の
期
間
中
の
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
、
情
報
の
発
信
な

ど
を
行
い
た
い
人
は
事
務
局
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格
1
1
や
る
気
の
あ
る

人
（
た
だ
し
、
高
校
生
を
除
く

18

ﾎ
以
ヒ
）
．

◇
募
集
期
間
1
1
随
時
（
A
ノ
年
度

の
彫
刻
展
は
秋
に
r
定
）

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
目
向
現
代

彫
刻
展
実
行
委
員
会
（
市
社
会

教
育
課
内
歴
内
線
2
4
2
5
・

囮
5
4
．
2
1
8
9
）

炉パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
受
講
生

　「『厩▽一噂∵｝＝ん蕊
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日
向
現
代
彫
刻
展
の
実
行
委
二

一
　
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や

　
情
報
発
信
を
行
い
ま
す

　
市
は
、
市
制
施
行
鮒
周
年
を

記
念
し
、
毎
年
秋
に
開
い
て
い

る
目
向
現
代
彫
刻
展
の
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
，

■市政に関するニュース・行事等は市政テレホンサービス（君52－2000）へ

．
て

基
礎
操
作
を
学
び
ま
す

　
宣
口
占
咀
恋
承
内
労
働
援
助
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
パ
ソ

コ
ン
講
習
を
実
施
し
ま
す
．
．

　
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
お

早
め
に
お
糊
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◇
講
習
日
程
1
1
6
月
4
日
（
月
）

か
ら
1
5
口
（
金
）
ま
で
の
．
半
日

ト
．
｝
一
日
月

イ
H
ー
ロ
μ

．
◇
講
習
コ
ー
ス
ー
1
午
前
の
部
／

午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
の

部
／
午
後
－
時
～
4
時

◇
定
員
1
1
各
コ
ー
ス
m
人

◇
対
象
1
1
初
心
者
（
男
女
を
問

わ
ず
V

◇
会
場
1
1
日
向
地
区
高
等
職
業

訓
一
書
校
　
（
財
光
寺
．
ト
ケ
浜
1
1

8
6
1
9
）

◇
内
容
1
ー
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操

作
／
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
2
0
0
0

◇
受
講
料
一
1
無
料
（
た
だ
し
、

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
2
5
0
0

円
が
必
要
）

◇
申
込
期
限
1
1
5
月
2
6
日
（
L
）

※
中
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
。

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
団
宮
崎

県
家
内
労
働
援
助
セ
ン
タ
ー
日

向
地
区
相
談
所
（
含
5
2
　
1
3

4
5
V

※
た
だ
し
、
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
、

歌
会
始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
要
領

お
題
は
「
春
」
で
す

　
悟
成
1
4
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
春
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込

ん
だ
自
作
の
短
歌
で
．
人
．
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

②
一
用
紙
は
半
紙
（
習
字
川
の
W
「

紙
）
と
し
、
三
筆
で
自
話
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海
外
か

ら
詠
進
す
る
場
合
は
、
川
紙
は

自
由
で
、
毛
筆
で
な
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
。

彦
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た

め
に
n
分
で
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
代
筆
も
し
く
は

ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
機
器
を
用
い

て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
代
筆

に
よ
る
場
合

▼
別
の
紙
に
代
筆
の
理
由
、
代

筆
者
の
住
所
及
び
氏
名
を
書
い

て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ

い
。
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
機
器
を

利
用
す
る
場
合

▼
印
字
し
て
詠
進
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し

た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進

歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

視
覚
障
害
の
人
は
、
点
字
で
詠

進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

4

ん
。耳

壮
日
式
は
、
半
紙
を
横
．
長
に
使

い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
ロ
ゲ
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生

年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く

具
体
的
に
）
を
縦
詐
き
で
睦
画
い

て
く
だ
さ
い
。
無
職
の
場
合
は
、

「
無
職
」
と
井
い
て
く
だ
さ
い

（
以
前
に
職
業
に
つ
い
た
こ
と

が
あ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
．
兀

の
職
裳
を
書
い
て
く
だ
さ
い
）
．
、

な
お
、
主
婦
の
人
は
「
」
婦
」

と
書
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
．
、

●
詠
進
の
期
限
　
9
月
即
目
ま

で
（
当
H
消
印
有
効
）
。

●
郵
便
の
あ
て
先
　
　
「
〒
1
0

0
1
8
1
1
1
宮
内
庁
」
と
し
、

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
．
．
詠
進
歌
は
、

小
さ
く
折
っ
て
封
属
し
て
も
結

構
で
す
．
．

　
詠
進
歌
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
ば
、
9
月
2
1
日
ま
で
に
宮

内
庁
式
部
職
あ
て
に
郵
便
（
郵

便
番
田
ヴ
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、

返
信
川
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を

同
封
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

書式図（横長）

人にやさしい福祉のまちつくり条例

・定規模以トの施設の
　　　　　新築等には届け出を

　県は、平成12年3月29目に「人にやさ

しい福祉のまちづくり条例」を公布し、

「思いやりのある心づくり」と　「バリアフ

リーの施設づくり」を柱として、すべての

人が住み慣れた地域の中で安心して暮ら

し、社会、経済、文化などのさまざまな活

動に積極的に参加できる福祉のまちづくり

を進めることとしています。

　また、7月31日には、「バリアフリーの

施設づくり」を進めるうえで、病院、集会

場、百貨店など整備の対象となる施設（公

共的施設）や、公共的施設のうち一．・定規模

以ヒの施設で、新築等の際、事前に届け出

が必要となる施設（特定公共的施設）並び

に整備する内容（整備基準）を定めた条例

施行規則を公布しました。

　これにより、平成13年4月1卜1から公共

的施設の所有者または管理者は、整備基準

に適合するよう努力することが必要になり

ました。さらに特定公共的施設を新築、増

改築する場合などは、その内容を事前に県

に届け出ることが必要になりました。

　「人にやさしいまちづくり」を推進する

ためには、その意義を県民のみなさんにご

理解いただき、県民、事業者、行政が’体

となって進めていくことが最も重要です。

みなさんのご理解とご協力をお願いいたし
ます。

家内労働者のみなさんへ

　家内労働f帳をお持ちですか、家内労働

手帳の交付は法律で定められています，

　家内労働者とは、業者から委託を受けて、

自宅で製造・ノ川【1などの仕事をする人で

す。トラブルを防ぐため、委託者から物品

の数量・当i：賃単価・1二賃支払ll・支払方

法等を明記した、家内労働手帳をもらいま

しょう。家内労働に関するご相談は、宮崎

労働局労働タ1聾準部賃金｛4〈、またはお近くの

労働基準監督署まで。　　　　　　・

◇問合せ先＝宮崎労働局労働」1軽目部賃盃を室

（盈0985－38－8825）／延岡労働基準

1監ず劉署　（費｛｝982－34－3331＞
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卜

●

黒木はな乃ちゃん

久睦・朋美（金ケ浜｝

這
　　，

膨

　児1ξ　強くん

誠二・真由美（原町）

儀乳幼児健診
■3か月児健診＝il時／5月ll日｛金｝、2511｛金1、

対象／／’1勺戎13年21」生まオし

■7か月児健診一日時／5月18日〔金）、対象／’F

房～12年10月生ま才t

■1歳児健康相談＝日時／5月8日〔火）、対象／
馳i勺戎12fド4月生まオし

■1歳6か月児健診；日時／5月17日〔木）、対

象／’1勺戎ll年1〔〕月月まオ七

■3歳児健診＝目時／5月1011（木）、対象／1勺戎

⊆）　fT三1（〕∫」　ノ1…ま　才「し

※受付時間は、3か1」児・7か月児／ノ1＝後1時～

11貯30分’、　1∫歳6カ・1」り己・3F：茂り己／／’「f妾lil芋～2

時、1歳児／／；前9時30分～1〔〕時です。母」㌃健康

r帳を忘れずに、市民健康管理センターへ、

q軋すくすく教室
◇日時＝51j22【1〔火｝午後2時～午後3時3〔｝分

◇対象一生後6か月までの乳児を育児中のお父さ

ん、お母さん

◇内容＝lll：栄養しとの離乳食作り・試食、2体・貢

・●鴫 ﾂ

　　　”＝Ψ，
　　　δ　　　　　げ
　　　の　　　　　　　　　　　　あ

一尾　　　　智
　　　め　　　　　　　　　　　　の

　　　岩木伸宗くん
　　　祐二・幾代（亀崎西｝

／

　　　＼，ノ　．

　　ひ
。

ぞ

、
　
　
．
】
「

「
0

㌔
、

黒木流賀くん

要・美和（遠見）

測定・身長測定、③赤ちゃんの健康相談、．◎ママ

やパパ1司しの交流会など

◇会場一市民健康管理センター

◇持参するもの一母f健康手帳

※f約・参加料は、必要ありません。

◎しすくすく教室OB（ネーミング募集）

　市は、生後6ヶ月以降の乳幼児と二言隻者の仲間
づくりの場所として、市民健康管理センターを開　墨画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
放しています．
◇illl芋＝∫ゆ｝固グd雇II／i二そ麦2日キ～：31時30分噸

◇対象一生後6ヶ月以降の乳幼児と保護者

◇内容一二1三的な交流会

議パパママ教室
　◇日時；5月13日（iD、27目（iDノ「前10時～12時

　◇対象＝出産を迎えるパパとママ

　◇内容＝赤ちゃんのおふろの人れ方、妊娠疑似体
　＿験、　　　婁忌妨こ1

1
　
1

σ）
歯α）盆琵；PIモ　　 （　歯 手こト【矢 自lli　　。　 「勅　干こト「阜fll…　 1

：

）
　
、

’　パパとママのための栄養の知1識など

　◇会場＝日向rlゴ民健康管玉；センター

　◇申込方法；i用春日の1週間前までに氏名、連絡

q恥5月の休日在宅医

一　　．’　　　　　　　　・．　　　4・

　　　　　　黒木菜々美ちゃん

　　　　　　　徹・裕子（江良）

o　　駆

　◎　」1

原画菜々∫ちゃん

勝利・清美（梶木）

　　　先を市民健康管理センターまでご連絡ください、

　　　噸L第6回健康まつり

　　　　市民の皆さんに健康について楽しみながら参加

　　　していただく「第6回健康まつり」を開催します。

　　　　今lul、講演会（講師＝相i文喬さん）やレクダン

　　　ス発表会、赤ちゃんハイハイ競争、展示・試食コ

　　　ーナー、フッ素塗布などたくさんの催しを準備し
。　　ています＝ご家族、ご遍折をお誘いあわせのうえ

　　　お越しください、

　　　※ハイハイ競争に川場する乳児、レクダンス等発

　　　表チームを募集しています、、

　　　◇日時＝6月17日（lD午前1（）時～午後4時

　　　◇会場＝市文化交流センター

　　　◇問い合わせ二二健康まつり実ff委員会（盈内線

　　　2184）

　　　q恥春の胃集団検診日程

※事前にテレホンサービス

　　　（麿53－1214）で確認を1
ヘルシークッキング　c）

　こんにゃくのサラダ

《材料・4人分》

日　一一一一一　　場5月29日（火）　　　　　　JA日向美々津支店
5月3Q日水　　　　　　美々津老人福祉センター

④

遷謹1．醒購・ニティセシター

3日

4日

黒木医院（内容52－6055）

（小児臼53－6066）大平医院（整外

家村内科（内・循環i容55－0600）

浦上医院（内・外・胃腸君52－2936）稲原眼科（騎士52－2209）

騨院㈱内’放置‘4 `脚、目艮麿63．7222、山元圃

　　　　　　　　　　　　　　　　　リウ・内・リハ歴52－3337）

伊興騒櫻翻・需灘！・，，灘倫
　　　　三股病院（内外整外眉腸・麻酔容58－0034）尾崎眼科「顧

　13日ζ容52－5600）今給黎医院（内・循環暦54－2459）寺尾医院（産婦．

．＿

@　　　 ．容63－1447）　　　．一一一皿．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　　一訓

　　　…渡辺病院（産婦・泌尿容57－101D　天生堂医院（内・整外・麻；

　20日　酔・リハ盈53－8910）こどもクリニッつたしろ（小児容56－1515）

　　　　武富医院（皮暦52－5522）

1襲踏諮墨叢）胃疑艦1寓1雛難空：為1111）1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間断医院（外・胃腸容53－5000）　児玉小亮科國院（小児a52■
5日12530）太陽つりニツつ（内消イレ呼吸費56－0030）

こ《オこやく　　　　100g

きゅうり　　　　　　1本

わかめ（乾）　　　　3g
かにかまぼこ　　　　4本

酢　　　　　　おおさじ2

砂糖　　　　小さじ　1
こま油　　　　小さじ　1

からし　　　　　　少々
《作り方》

①こんにゃくは3コ口位の
たんざくに切ってさっとゆ
でる。わかめはもどす。

②きゅうりは小ロに切る、
かにかまはほぐす。

③調味料をまぜて（虻②を
あえる。

エネルギー　　　22Kcal

塩分　　　　09g（1人分》

　6月阻火L切島山．2公民館

塗二千．論証家
＿6．旦旦旦圖⊥農村婦人の家

．」

◇受付時間＝’r前7時30分～8時30分

◇料金＝9001iI

儀ボランティア募集

　市では毎月IIIII、市健康管理センターで実施す

る機能訓練教室などの行事のf伝いをしていただ

く人を募集しています。やる気と時間の都合のつ

「く人はご連絡ください。

◇申込先一ll∫健康管理センター（智内線2182）

q隔5月の献血日程

2日（水｝ホームワイド財光寺

16日水県総合庁舎
22日（火）院本ホワイトフ芝＝ム

　　　　日向製錬所

　　　九電工

10：00～16：00

930～12i．
oP

　　　12　00～14：00

＝‡鶏：器…11il1
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」　　口　；＝＝

テレホンサービス
　智53－5857

日向市保育協議会

　　’

σ
轟

．4／30（月）子供と遊びについτ考える
　　　　　．（1）子供の成長に大切な遊び
　　～
　　　　　（2）年齢と遊びの種類
5／6（日）i（3）悪い遊び

5／71轟症よい悪し切判断はまだ鯉

　　～．賑煙羅謝野謂いません
5／13（日）：（3）よい習慣づけが大切

一
‘／1 P（月灘翫その1（．鰹　

5／20（日）（3）離乳食への準備完了

…5／21（月）i週保護と過干渉について考える

　　～　　K1）週保護の4つのタイプ
5　　　　　…（2）過保護と過干渉の違い
5／27（日）（3＞過保護に育った子供の問題点

5／28（月）．よい習慣への導き方

…　～　1（1）学欄前のよい習慣
　　　　　i（2）よい学習・悪いくせ

趣、習慣をつけるには

3月中の交通事故

人身事故　死　亡
　48件　　　0人

負傷者　物損事故
74人　　92件

（十6）　　（±0）　（十16）　（十8）

～止まって確認！無事故に挑戦～
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’鱒
土
の
歴
史

　
㌔
㍉

　
細
島
L
業
港
の
臨
港
道
路
白
浜
線
の

中
程
、
細
島
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
量
り

口
付
近
の
山
側
に
馬
頭
観
㍍
日
像
が
疏
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
幡
…
浦
の
柏
川
徳
．
．
一

郎
さ
ん
が
発
起
人
に
な
っ
て
大
正
1
1
年

に
建
蹉
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
幡
浦
の
牧
島
山
は
東
西
に
細
長
く
伸

び
た
小
さ
な
半
島
で
す
が
、
そ
の
名
の

と
お
り
藩
政
時
代
は
延
岡
藩
の
牧
場
が

蔭色

讐醒域．い醐・∴曝
　　　　大正11年に建てら．れた白浜の馬頭観音

シ
リ
ー
ズ
ー
9

白
浜
の
馬
頭
観
音

あ
り
ま
し
た
。
藩
で
使
用
す
る
馬
の
放

牧
・
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

1
6
9
2
年
に
こ
の
地
は
天
領
に
な
り

ま
し
た
が
、
以
後
も
馬
の
供
給
地
と
し

て
た
く
さ
ん
の
馬
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
に
な
る
と
、
山
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
保
安
林
と
な
り
、
燃
料
用
の
薪
を

と
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
部
は
馬
や
牛
の
牧
草
地
と
し
て
地
元

の
人
々
に
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
馬
は
馬

廓
馬
や
農
耕
馬
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
荷
馬
車
は
東
郷
や
西
郷
か
ら
木

炭
を
細
島
へ
運
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
牛
馬
の
飼
料
用
と
し
て
、
幡
浦
を

中
心
に
曽
根
や
平
野
、
遠
く
は
江
良
か

ら
も
農
家
の
人
々
が
ま
か
や
を
刈
り
に

馬
と
と
も
に
山
道
を
ヒ
り
ド
り
し
ま
し

た
。
馬
の
背
は
行
き
は
空
で
す
が
帰
り

は
人
太
鼓
ぐ
ら
い
あ
る
幽
き
な
草
束
を

7
、
8
個
ほ
ど
背
負
っ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
道
は
ど
こ
も
人
．
人
が
や
っ

と
通
れ
る
狭
い
も
の
で
す
。
断
崖
の
中

途
で
背
の
荷
が
崖
に
当
た
っ
て
バ
ラ
ン

ス
を
失
っ
た
り
、
急
な
下
り
で
勢
い
づ

い
て
そ
の
ま
ま
転
落
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
当
時
崖
下
は
波
が
洗
う
岩
の

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
入
り
江
で
し
た
の
で
落

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

ち
た
馬
は
ほ
と
ん
ど
死
に
ま
す
。
そ
こ

で
徳
二
一
郎
さ
ん
が
た
び
た
び
馬
が
落
ち

て
死
ぬ
の
を
済
ま
な
い
こ
と
だ
と
思

い
、
供
養
を
願
い
馬
頭
観
音
像
を
立
て

ら
れ
た
の
で
す
。

　
像
を
安
置
す
る
と
き
に
は
近
く
の
寺

の
お
坊
さ
ん
が
お
払
い
を
行
い
、
も
ち

ま
き
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
9
0
歳
に
な

る
黒
木
新
市
さ
ん
は
親
と
連
れ
立
っ
て

も
ち
拾
い
に
行
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　
馬
頭
田
下
が
建
立
さ
れ
る
の
と
時
を

同
じ
く
し
て
、
こ
の
難
所
を
避
け
る
た

め
に
山
越
え
の
九
二
が
で
き
ま
し
た
。

地
元
の
人
た
ち
は
こ
れ
を
馬
道
と
言
い

ま
し
た
。
馬
が
行
き
交
う
と
き
に
は
．

方
が
山
に
人
っ
て
避
け
て
い
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
造
船
所
h
の
現
市
道
牧
島

山
線
の
原
型
と
な
る
道
も
で
き
、
そ
れ

以
来
事
故
の
た
め
死
ぬ
馬
も
い
な
く
な

っ
た
そ
う
で
す
。
馬
頭
観
h
片
像
は
白
浜

港
を
真
っ
す
ぐ
向
い
て
い
ま
す
。
港
に

は
大
き
な
外
国
船
が
出
下
り
し
大
型
の

ク
レ
ー
ン
が
せ
わ
し
な
く
動
い
て
い
ま

す
。
観
音
様
は
死
ん
だ
馬
の
供
養
と
と

も
に
船
の
航
行
や
そ
こ
で
働
く
人
々
の

安
全
を
見
守
る
か
の
よ
う
で
す
。

◎
取
材
協
力

　
　
　
黒
木
・
新
市
さ
ん
（
湘
歳
”
幡
浦
）

　
市
寡
黙
さ
ん
室
（
倉
内
線
2
2
3
6
）

で
は
、
日
向
の
歴
史
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

目舞国
　　口難国

菊
彦
、

ρ

’、

ρ
善

　
　
十
し

　
自
分
の
体
よ
り
大
き
め
の
真

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

て
、
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
目
が
L

級
生
に
連
れ
ら
れ
毎
朝
登
校
し

て
い
き
ま
す
。
4
月
は
新
し
い

出
会
い
の
季
節
。
学
校
、
職
場

に
新
入
生
や
新
人
が
人
っ
て
き

て
、
新
鮮
な
空
気
で
い
っ
ぱ
い

で
す
ね
．
．
そ
う
い
う
私

も
…
。
「
は
じ
め
ま
し
て
」
、

今
月
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
え
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

前
担
当
者
と
同
じ
よ
う
に
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
．
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》

広報ひゆうが
　　　平成13年5月号

■編集／日向市役所総務課

　〒883－8555

　　日向市本町10番5号

　　酋0982－52－2111

■印圃／（有）第一印副
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